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◆◆ 市からのお知らせ ◆◆

　市では、本市が目指している将来像「安心・活力・支えあい～みんなで築く自立都市」の実現
に向け、市民と行政が対等な立場で連携・協力しあってまちづくりを進めていくための指針、す
なわち、まちづくりにあたってのルールとなる「（仮称）玉野市協働のまちづくり基本条例（案）」
を取りまとめました。
　この条例案に対する皆さんのご意見を募集しています。
■案件／「（仮称）玉野市協働のまちづくり基本条例（案）」
■閲覧場所／市ホームページ、市役所１階情報公開室、行政情報コーナー（各市民センター、図
　　　　　　書館、すこやかセンター、ミネルバ）
■応募締切／８月 13 日（金）17 時 15 分（郵便の場合は当日必着）
■提出方法／市ホームページから「パブリックコメント意見提出様式」をダウンロードしていた
　　　　　　だくか、閲覧資料と合わせて設置している様式に記入の上、Ｅメール、郵便、又は
　　　　　　ＦＡＸでお送りください。

※いただいたご意見については、住所・氏名は公表しませんが、内容を取りまとめ、
市の考え方を付して市ホームページで公表します（個別には回答しません）。
※住所、氏名等が記載されていない場合や、電話、窓口等でのご意見は受け付けで
きません。

■提出先・問合せ／総合政策課　☎32-5505　 FAX 32-5507　〒706-8510　宇野 1-27-1　
　　　　　　　　　Ｅメール　seisaku@city.tamano.okayama.jp

「（仮称）玉野市協働のまちづくり基本条例（案）」に対するパブリックコメントを実施中

　八浜八幡宮の祭礼に使われる山車で、市内ではこの山車のことを「だんじり」（檀尻）といっている。八
浜には、西と南の二台の檀尻がある。いずれも総欅造で、そのうち西のものは長さ 3.05 メートル、幅 1.85
メートル、高さ 3.8 メートル、柱の太さ 12 センチ、車輪の経 71 センチである。
　周囲には歴史物語にちなんだ立派な彫刻がほどこされ、取り外しができるようになっており、中の一
つは大阪の彫刻師が文化年間に作ったことが確認されたこともある。言い伝えによると、その頃から明
治 20 年代にかけて整備されたものといい、明治期の彫刻は旧邑久郡尻海の井上家の手になったという
説もある。八浜八幡宮の尾﨑宮司家文書の史料には、1740（元文５）年８月、藩主の名代で祭礼に派遣され
た岡山藩士が、西と南の「段尻」を視察したことが記録されており、江戸中期にも二台であったことがわ
かる。
　現代の祭礼は、檀尻の中に子供たちが十数人乗りこみ、
笛や太鼓、鐘などで囃しながら、十数人の大人たち
がこれを曳いて町中を練り歩いている。平成 21 年６月、
「八浜の秋祭り」が市の重要民俗文化財に指定され、檀尻
を含む秋祭り全体が保護の対象となった。市内には胸上地
区の檀尻や岡山市の郡にも檀尻が残されており、東児島の
祭りに檀尻を曳く風習があったものと推測される。

　　　　　　　　　　玉野市文化財保護委員　北村　章

八浜のだんじり（八浜町八浜）　
昭和 41 年 6 月 9 日市指定25玉野市の文化財
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国民健康保険加入者の皆さんへ

　国民健康保険には、「入院に要した医療機関での治療費の支払い額が一定限度となる制
度」と「入院の際の食事代の負担が軽減される制度」があります。
　これらの制度を利用するためには、事前に申請を行った上で、下記の認定証の交付を受
け、医療機関に提示することが必要です。

　これは世帯の所得状況に応じて、限度となる額が決まります。
　ただし、国民健康保険料の滞納がある場合には交付できません。
　認定証は緑色です。

　また、現在これらの証をお持ちの人の有効期限は、平成22年７月31日までとなっています
ので、継続してご利用される場合は、８月中に申請を行ってください。認定日は、申請月の初
日となりますので、８月も有効にご利用ができます。
　食事代が軽減される証をお持ちの人が、90日（過去１年間）を超える入院となる場合には、
更に負担が軽減される（申請日以降）制度がありますので、入院期間のわかるもの（領収書、
入院期間の証明書など）を早めにお持ちください。

■問合せ／保険課　☎32-5528

「入院に要した医療機関での
　　　　　治療費の支払い額が一定限度となる制度」
「入院に要した医療機関での
　　　　　治療費の支払い額が一定限度となる制度」

　この制度は、市民税が非課税となっている世帯の被保険者
のみに適用されます。
　認定証は黄土色です。

「入院の際の食事代の負担が軽減される制度」「入院の際の食事代の負担が軽減される制度」

　70 歳以上の被保険者で、市民税が非課税の人については、上記の
２認定証を併せたものを交付することになります。
　認定証は黄土色です。

※70歳以上の被保険者の人※※70歳以上の被保険者の人※
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自分らしさ
みつけた

シリーズ　

話し合いに参加してくださった人の紹介

「パートナー（家族）にしてもらっていること」「してもらいたいこと」を書き出してもらいました。「パートナー（家族）にしてもらっていること」「してもらいたいこと」を書き出してもらいました。

書き出しながら話すと、よその家族も同じだったり、うらやましいこともあったり…。
少しずつ生活のヒントやアイデアが見えてきました。

書き出しながら話すと、よその家族も同じだったり、うらやましいこともあったり…。
少しずつ生活のヒントやアイデアが見えてきました。

東田井地　Oさん夫妻 60代
和田　　　Tさん 子ども３人　主婦
和田　　　Mさん 子ども３人　主婦
田井　　　Kさん 子ども２人　パート

他、編集委員3人

パートナーにしてもらっていること

パートナーにしてもらいたいこと

・気持ちのフォロー
・家事・仕事の手伝い
・お助けマン
・子どものフォロー
・周囲の協力・自分でできること

・子どもとのふれあい
・地域とのふれあい
・家族の団らん

・気持ちのフォロー
・家事・仕事の手伝い
・お助けマン
・子どものフォロー
・周囲の協力・自分でできること

・子どもとのふれあい
・地域とのふれあい
・家族の団らん

私ができない、細か
いところを丁寧に掃
除してくれます。
簡単な料理も！ 力仕事！

電球を交換してくれた
り、修理してくれたり。
網戸も洗ってくれます。
精米もありがたい。

子どものいいところを見つ
けて、毎日ほめてくれる！
お弁当作りは主人の方が
上手で好評でしたね。

洗濯物は決められた
ところに入れて！
自分で起きて！

子どもを叱る時フォロー
にまわってほしいな。
参観日に行ってほしい。

話を聞いてる？聞いてるフリみたい。 近所の掃除や草抜
きに参加してほし
い。

先輩Oさん家の場合
気に入らない
ことがあっても、
そこは「慣れ」
ですよ。

気に入らない
ことがあっても、
そこは「慣れ」
ですよ。

気に入らない
ことがあっても、
そこは「慣れ」
ですよ。～ともかせぎ編～

役割分担
の工夫

・できる人ができることをする。
・食事は必ずみんなで一緒にする。
・会話ができる環境を作る。

テレビは消してます。

☎３２－５５１６

３
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家族の家族の
あなたはどうですか？チェックしてみよう！あなたはどうですか？チェックしてみよう！

～今回見つけたヒント・アイデアをまとめました。～～今回見つけたヒント・アイデアをまとめました。～

□どうせ言ってもやってくれないと決めつけていませんか。

ディスカッション

→それなら自分でやってしまおうと思ってしまう。腹もたちます。
　また「これは女がするもの」「あの行事はお父さんだ」という思い込みもありませんか？

□相手に気持ちよく伝わる言葉（会話）で接していますか。
→心掛けが大切。相手の気持ちも分かり合えるようになるのでは。
　言い方ひとつでパートナーが自然に助けてくれるようになるかも。

□お互いを理解しようと努力していますか。
→コミュニケーションが大事。思いやる気持ちが必要。

□パートナーがいろいろとしてくれることを、当たり前にしていませんか。
→感謝する気持ちを表さなければ！
　反対に「やってもらって悪い・・・」と思ったときも、まずは素直にうれしいと喜んでから。

『ありがとう』『ありがとう』
と言ってますか？と言ってますか？

→「ありがとう」と言われて悪い気は全くしない。
　大げさに感謝を表現してほめるのも方法。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
を
思
い

や
る
と
い
う
気
持
ち
も

役
割
分
担
の
一
つ
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
族
お
互
い
が
や
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
が
答

え
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
に
快
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ら
・
め
ー
る

編
集
委
員　

一
同

《問合せ》 総務課

このページは市民の編集委員により作成しています。
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お
か
や
ま

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会

お
か
や
ま

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会

●
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
と
は
？

　

基
本
的
に
は
砂
浜
で
す
る
サ
ッ

カ
ー
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一
般

的
な
サ
ッ
カ
ー
と
は
ル
ー
ル
の
違
い

が
あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
1

チ
ー
ム
11
人
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
は
1
チ
ー
ム
5
人

で
行
わ
れ
ま
す
。 

サ
ッ
カ
ー
は
前
後
半

そ
れ
ぞ
れ
45
分
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
で
は
３
ピ
リ
オ
ド

の
そ
れ
ぞ
れ
10
分
で
試
合
を
し
ま
す
。

（
出
典
・
お
か
や
ま
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
in
渋
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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わ
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そ
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ぞ
れ
45
分
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
で
は
３
ピ
リ
オ
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の
そ
れ
ぞ
れ
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で
試
合
を
し
ま
す
。

（
出
典
・
お
か
や
ま
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
in
渋
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

in
渋
川

in
渋
川

参加チーム募集参加チーム募集参加チーム募集参加チーム募集
■受付期間 8月14日 (土 ) ～

　　　　   　　　　　22日 (日 )

9.12 Sun 9時～9.12 Sun 9時～

（16日は休館日）

■参加費（１チーム） レディースカップ ５０００円
　　　　　　　　　　 エンジョイカップ ８０００円

※荒天時は19日（日）に延期

■チーム人数　　　　 各５～10人

■申込み・問合せ／玉野市スポーツ振興財団
                （レクレセンター内）　☎32-3709

■場所　渋川海岸 雨天
決行
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市
制
70
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内
の

中
学
生
に
議
会
の
仕
組
み
を
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
市
政
へ
の
理
解
と
関

心
を
育
み
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参

考
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
市
制
70

周
年
記
念
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
子
ど
も
議
会
で
は
、
子
ど
も

議
員
か
ら
「
子
ど
も
宣
言
」
を
提
案

す
る
予
定
で
す
。　
　

　

当
日
は
、
倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
ア
ナ
ロ
グ
13
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
デ
ジ
タ

ル
312
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
議
会
の
様
子

を
生
中
継
し
ま
す
。
ま
た
、
録
画
放

送
を
９
月
１
日
（水） 

18
時
か
ら
行
い
ま

す
。（
当
日
の
議
事
の
様
子
は
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

■
問
合
せ
／

議
会
事
務
局　
　

   

☎
32
・
５
５
６
６

生
涯
学
習
課　
　

   

☎
32
・
５
５
７
７

8月18日  13時～16時 50分
（予備日）８月 20 日（金）　13 時～ 16 時 50 分

写真は 2年前の子ども議会の様子です。

■場　所　市役所４階　玉野市議会議場
■議員数　市内７中学校各２人　計 14人
■質問者　全員
■答弁者　市長、教育長

水
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生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座（
２
期
）

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
等
を
さ
さ
え
あ
う
た

め
の
知
識
・
技
術
を
学
び
ま

す
。

■
日
時
／
初
回
９
月
５
日
（日）　

９
時
〜　

（
全
６
回
）

■
定
員
／
30
人

■
資
料
代
／
年
１
５
０
０
円

■
申
込
期
間
／
８
月
５
日
（木）
〜

17
日
（火） 

四
季
を
生
か
し
た
驚
異
の

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」と
は

　

過
疎
の
町
を
再
生
さ
せ
た
の

は
、
田
舎
で
は
ど
こ
で
も
見
か

け
る
「
葉
っ
ぱ
」
を
使
っ
た
意

外
な
ビ
ジ
ネ
ス
。
成
功
の
裏
側

を
学
び
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
26
日
（日）　

10 
時

〜
11
時
半

■
講
師
／
（株）
い
ろ
ど
り
代
表
取

締
役
社
長　

横
石　

知
二　

氏

■
定
員
／
60
人

■
申
込
期
間
／
8
月
26
日
（木）
〜

９
月
７
日
（火） 

た
ま
の
地
域
人
づ
く
り

大
学
受
講
生
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
座
生
募
集

◆◆ 講座・募集のお知らせ ◆◆

共
通

◆
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
方
法
／
所
定
の
受
講
申

込
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
申

請
、
郵
送
に
て
受
け
付
け
ま

す
。

◆
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
31
・
３
７
１
１

　

31
・
５
２
５
０

パ
ソ
コ
ン
講
座
エ
ク
セ
ル
Ⅰ

■
日
時
／
初
回
８
月
21
日
（土）　

９
時
半
〜
11
時
半（
全
７
回
）

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
５
０
０
０
円　

初

回
時
集
金

■
テ
キ
ス
ト
代
／
４
９
０
円

玉
野
総
合
医
療
専
門
学
校

公
開
講
座

■
日
時
／
８
月
24
日
（火）
〜
26
日 

 

（木）　

10
時
〜
11
時
半

■
内
容
／

24
日　

脳
を
使
っ
て
心
も
身
体

ミ
ネ
ル
バ
講
座
案
内

も
元
気
に
な
ろ
う

25
日　

ス
ト
レ
ス
と
心
の
病　

〜
対
処
能
力
を
高
め
よ
う
〜

26
日　

元
気
に
暮
ら
そ
う　

〜
ど
こ
で
も
誰
で
も
簡
単
に
出

来
る
古
都
式
体
操
〜

■
定
員
／
各
50
人

■
受
講
料
／
無
料

デ
ジ
カ
メ
教
室
Ⅰ

■
日
時
／
初
回
９
月
12
日
（日）　

９
時
半
〜
11
時
半（
全
５
回
）

■
定
員
／
10
人

■
受
講
料
／
３
０
０
０
円　

初

回
時
集
金

共
通

◆
場
所
／
ミ
ネ
ル
バ

◆
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、申
し
込
む
か
、は
が
き
を
お

持
ち
に
な
り
、
ミ
ネ
ル
バ
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／
８
月
１
日
（日）
〜

10
日
（火） 
◆
問
合
せ
／
ミ
ネ
ル
バ
（
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）　

☎
83
・
９
２
０
０

〒
706
・
０
０
２
１

　

和
田
４
・
７
・
１

あ
か
り
の
エ
コ
化
（
省
エ
ネ
）

に
関
す
る
お
話

■
講
師
／
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

職
員

■
日
時
／
８
月
23
日
（月）　

９
時

半
〜
11
時
45
分

■
場
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
定
員
／
20
人　

■
対
象
／
小
学
生
以
上

■
参
加
費
／
無
料

■
準
備
物
／
筆
記
用
具

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
９
日
（月）
消

印
有
効
。８
月
16
日
（月）
ま
で
に

受
講
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎　

33
・
７
３
７
７

〒
706
・
０
１
４
１

　

槌
ヶ
原
３
０
７
２
・
１

Ｅ
メ
ー
ル    tam

ano-recycle
plaza@

iris.ocn.ne.jp

FAX

FAX
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

学
校
・
幼
稚
園
修
繕

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
募
集

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
持

者
で
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
３
年
ご
と

に
「
危
険
物
の
保
安
に
関
す
る

講
習
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

受
講
を
怠
る
と
免
状
の
返
納

を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
必
ず
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
16
日
（木）　

10
時

〜
13
時
、
又
は
13
時
半
〜
16
時

半※
区
分
に
よ
っ
て
受
講
時
間
が

異
な
り
ま
す
。

■
場
所
／
レ
ク
レ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
８
月
10
日
（火）

受
講
申
込
書
は
、消
防
本
部
、本

署
及
び
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

他
会
場
で
の
講
習
も
あ
り
ま

す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
31
・
５
７
１
１

■
日
時
／
初
回
９
月
４
日
（土）

13
時
半
〜
15
時（
全
６
回
）

■
場
所
／ 

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
朗
読
の
基
礎

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
20
人
程
度

■
申
込
方
法
／
社
会
福
祉
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
31
日
（火） 

■
問
合
せ
／
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　

   

☎
32
・
５
５
５
６

　

各
学
校
や
幼
稚
園
で
は
、
草

刈
り
や
簡
単
な
施
設
修
繕
な

ど
、
危
険
の
な
い
軽
作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
向
上
の
た

め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
学
校
・
幼
稚
園
に
あ
ら
か

じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
い
た

だ
い
た
人
に
、
必
要
が
生
じ
た

際
に
ご
連
絡
し
ま
す
。修
繕
に

必
要
な
材
料
は
教
育
委
員
会
が

準
備
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
学
校
・
幼
稚

園
、
又
は
教
育
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
教
育
総
務
課　

☎
32
・
５
５
７
１

玉野のご当地Ｂ級グルメ「たまの温玉めし」が好き！
温玉の名前のとおり温かい玉野市を愛している！
この魅力をもっと多くの人に知って欲しい！

と活動する推進本部（仮称）メンバーを募集します。

■応募資格／
①市内在住、又は玉野市に通勤・通学している人 
②次の気持ちを持っている人
・玉野市を愛している！
・「たまの温玉めし」で玉野市を元気にしたい！
・「たまの温玉めし」を玉野市のご当地Ｂ級グルメ
として多くの人に伝えたい！

・「たまの温玉めし」を通じて、みんなを笑顔にして
いきたい！
■活動内容／「たまの温玉めし」のＰＲ・宣伝
　効果的なＰＲ・宣伝方法を協議していきます。
「たまの温玉めし」にイベント等の出店依頼があっ
た場合、会場に行くこともあります。
※この活動は有志によるものです。

たまの温玉めしを販売してくれる
市内の飲食店を募集しています。

■材料（2人分）
○ご飯 ※1 600g 程度 ○穴子（焼き）※2  80ｇ程度
○長ねぎ 1/4 本程度 ○青ねぎ 適量
○油  大さじ 2 ○蒲焼のタレ 大さじ 2
○しょうゆ 大さじ 2 ○酒 大さじ 2
○温泉玉子  2 個
※１　雑穀入りご飯を推奨。（雑穀：米＝1：9がおすすめ）
※２　焼き穴子は、皮側を水洗いすることを推奨。

■作り方
１．米を炊飯する。　
２．長ねぎを縦に十字に切り、2～ 3mmの幅に切る。
３．フライパンに油を熱し、長ねぎを炒める。
４．2cmくらいに切った穴子を入れ炒め、酒をふって
      さらに炒める。
５．ご飯を加え炒める。
６．蒲焼のタレ、しょうゆ、青ねぎをサッと混ぜ合わせる。
７．器に盛りつけ、温泉玉子をのせる。

「たまの温玉めし
」公式レシピ決定

「たまの温玉めし
」公式レシピ決定

「たまの温玉めし
」公式レシピ決定 たまの温玉めし推進

本部（仮称）メンバー募集

協力販売店募集

■問合せ／玉野市特産品協議会事務局（商工観光課内） ☎33-5005
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◆◆ 講座・募集のお知らせ ◆◆

　「いつでも、どこでも、だれでも、なんでも」学習できる社会、生涯学習のまちづくりを
目指して、生涯学習を推進するための基本的な考え方、生涯学習事業等の推進について、
ご意見をいただく「玉野市生涯学習推進協議会」の委員を募集します。
■募集人員／２人
■任期／平成 24年６月 30日（土）まで
■報酬／協議会出席 1回につき 6,500 円
■応募資格／・平成 22年８月１日現在、満 20歳以上で、市内在住の人
 ・生涯学習に関心が高く、積極的に取り組む意欲のある人
 ・年数回の会議に出席が可能な人
■申込方法／「あなた自身の生涯学習（生きがい・まちづくり・リサイクル・ボランティ 
 アなど）」、「生涯学習を推進するための提言」等のテーマについて原稿用 
 紙２枚（800 字）程度にまとめ、住所・氏名・生年月日を記入の上、
 下記まで直接お持ちになるか、郵送、又はＥメールでご応募ください。様 
 式は自由です。
■申込締切／８月 20日（金）必着
■結果通知／９月上旬までに文書で本人にお知らせします。
■申込み・問合せ／生涯学習課　☎32-5577　〒706-8510　宇野 1-27-1
 Ｅメール　syogaigakusyu@city.tamano.okayama.jp

生涯学習の推進に　あなたの声を生かします !!生涯学習の推進に　あなたの声を生かします !!

　図書館の運営について、市民の皆さんのご意見をいただくため、図書館協議会の委員
を募集します。
■募集人員／２人
■任期／ 10月１日（金）～平成 24年９月 30日（日）
■報酬／年 14,000 円
■応募資格／平成 22年４月１日現在、満 20歳以上で、市内在住の人
■申込方法／申込書に必要事項と、「玉野市立図書館について思うこと」を記入の上、
　　　　　　下記まで直接お持ちになるか、郵送、又はＥメールでご応募ください。
 申込書は図書館、各市民センター、市ホームページにあります。　
■申込締切／８月 31日（火）当日消印有効
■結果通知／９月中旬までに文書で本人にお知らせします。
■申込み・問合せ／図書館　☎31-3712
 〒706-0011　宇野 2-1-12
 Ｅメール　tosyokan @city.tamano.okayama.jp

あなたの声が　図書館をつくります !!あなたの声が　図書館をつくります !!
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宇
野
港
ゆ
め
市
場

た
ま
芸
ぇ
〜
た

　
 

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

み
や
ま
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

文
化
協
会
写
真
部

写
真
作
品
募
集

税
に
関
す
る
作
文
募
集

第
33
回
玉
野
市
俳
句

連
盟
秋
季
俳
句
大
会

　

宇
野
港
ゆ
め
市
場
は
、
「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
開
催
期
間

中
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
８
日
（日）
、
29
日

（日）
、
９
月
12
日
（日） 

16
時
〜
21
時

10
月
10
日
（日）
、
31
日
（日） 
10
時
〜

15
時

■
場
所
／
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

（
宇
野
駅
前
）

■
内
容
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、ワ
ン
コ
イ
ン
抽

選
会
、藤
の
実
飛
ば
し
大
会
、ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
ほ
か
。飲
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
内
容
は
一
部
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
（
旧
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
！
駐
車
場
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
玉
野
商
工
会
議
所

　

☎
33
・
５
０
１
０

親
子
で
竹
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ

て
み
よ
う

■
日
時
／
８
月
22
日
（日）　

10
時

〜
12
時

■
場
所
／
深
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス　

研
修
室

■
定
員
／
先
着
20
人

■
参
加
費
／
２
０
０
円

■
申
込
方
法
／
電
話
、
又
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
15
日
（日）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
玉
野
市

公
園
緑
化
協
会　☎

21
・
２
８
６
０

21
・
５
２
１
１

■
日
時
／
10
月
24
日
（日） 

13
時
〜

■
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー　

第

１
研
修
室

■
応
募
方
法
／
は
が
き
の
表
に

住
所
、
氏
名
、
俳
号
、
裏
に
俳
句

３
句
を
楷
書
で
書
い
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／
８
月
31
日
（火）　

当
日
消
印
有
効

■
投
句
料
／
無
料

■
応
募
先
・
問
合
せ
／
玉
野
市

俳
句
連
盟（
十
河
）　

☎
31
・
３
９
１
０

〒
706
・
０
０
０
１

　

田
井
５
・
12
・
28

■
応
募
資
格
／
市
内
在
住
、
又

は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

■
申
込
期
間
／
９
月
１
日
（水）
〜

14
日
（火） 

■
作
品
の
サ
イ
ズ
／
原
則
４
つ

切
、
又
は
ワ
イ
ド
４
つ
切（
各
自

で
額
装
す
る
こ
と
）

■
出
展
数
／
１
人
２
点
ま
で

■
出
展
料
／
８
０
０
円

■
申
込
み
先
／
文
化
セ
ン
タ
ー

※
応
募
要
領
と
申
込
用
紙
は
文

化
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

展
示

■
日
時
／
９
月
29
日
（水）
〜
10
月

３
日
（日） 

■
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー　

ギ

ャ
ラ
リ
ー

■
問
合
せ
／
文
化
協
会
写
真
部

（
近
藤
）　    

☎
21
・
５
０
６
７

　

税
に
関
し
て
思
っ
た
こ
と
、考

え
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
を

作
文
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
校
生
対
象

■
応
募
締
切
／
９
月
７
日
（火）

■
提
出
先
／
各
高
等
学
校

中
学
生
対
象

■
応
募
締
切
／
９
月
６
日
（月）

■
提
出
先
／
各
中
学
校

共
通

◆
応
募
点
数
／
１
人
１
編

◆
文
字
数
／
１
２
０
０
字
以
内

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。著

作
権
は
、
国
税
庁
に
帰
属
し
ま

す
。

◆
問
合
せ
／
玉
野
税
務
署　

☎
31
・
２
１
３
１

◆◆ 掲示板 ◆◆

放送大学からのお知らせ放送大学からのお知らせ

放送大学岡山学習センター開設 15 周年記念特別講演会放送大学岡山学習センター開設 15 周年記念特別講演会放送大学岡山学習センター開設 15 周年記念特別講演会
■日時／９月５日（日）　13時～ 14時半
■場所／文化センター　大ホール
■講師／齋藤  清機  放送大学岡山学習センター所長
■演題／「“化学”という私達のルーツを探る旅」

　地球の誕生も人類の誕生も、そして現在の物
質文明の誕生も全て元素から始まりました。ま
ずは身の回りから眺めて将来の展望まで含めて
化学の重要性を考えてみませんか。

■受講料／無料（申込不要）
■後援／玉野市・玉野市教育委員会

  放送大学はＣＳテレビ等の放送を利用して授業を行
う文科省・総務省所管の通信制の大学です。
  心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅
広い分野を学べます。
■出願期間／８月 31日（火）
■問合せ／放送大学岡山学習センター　
　　　　　☎086-254-9240

放送大学・たまの地域人づくり大学連携講座放送大学・たまの地域人づくり大学連携講座

10月生募集

目の不自由な人のために 愛の光を

（財）岡山県臓器バンク
岡山市北区大元駅前 3-57
☎086-223-6622

アイバンクアイバンク

FAX
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商
業・法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
変
更
に
つ
い
て

も
の
づ
く
り
技
術・技
能

教
育
研
修
受
講
生
募
集

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　

岡
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る

商
業
・
法
人
登
記
事
務
に
つ
い

て
、
岡
山
西
出
張
所
か
ら
岡
山

地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
へ

変
更
に
な
り
ま
す
。

■
変
更
日
／
９
月
６
日
（月）

※
商
業
・
法
人
の
登
記
申
請
は
、

岡
山
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部

門
に
直
接
提
出
す
る
か
、
郵
送
、

又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
岡
山
地
方
法
務
局

法
人
登
記
部
門　

☎
086
・
２
２
４
・
５
７
４
９

溶
接
一
般
コ
ー
ス

■
期
間
／
９
月
４
日
（土）
〜
12
月

11
日
（土）
（
毎
週
土
曜
日　

全
15

回
）
８
時
〜
12
時

■
場
所
／
三
井
造
船
技
能
研
修

セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
中
小
企
業
従
業
員
及

び
求
職
者

■
定
員
／
20
人
程
度

■
受
講
料
／
無
料

■
内
容
／
基
礎
知
識
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

資
格
試
験
レ
ベ
ル
の
修
得

■
申
込
締
切
／
８
月
中
旬
ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
（財）
玉
野

産
業
振
興
公
社　☎

33
・
５
０
０
０

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
（
紙
幣
）
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
（
紙
幣
）
、
証
券
な
ど
。

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
等
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
、

又
は
ご
家
族
で
も
結
構
で
す
。

■
問
合
せ
／
宇
野
税
関
支
署　

☎
31
・
５
３
７
５

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
22
年
度

各
種
自
衛
官
（
自
衛
官
候
補
生
、

一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、

看
護
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
日
や
受
付
期
間
・
受
験

資
格
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
備
前
岡
山
地
域
事
務

所
☎
086
・
２
２
４
・
２
８
２
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w
.

m
od.go.jp/pco/okayam

a/

■
所
在
地
／
築
港
１
・
１
・
４

■
広
さ
／
店
舗
部
分　
４
０
３.
３３
㎡

※
店
舗
に
隣
接
す
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
６
２
０
㎡
）、
ト
イ
レ（
外

付
け
30
㎡
）、駐
車
場（
普
通
車
80
台
駐
車
可
能
）等
に
つ
い
て
は
、

公
的
な
催
事
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
平
時

は
入
店
者
の
営
業
用
と
し
て
利
用
可
能
で
す
。

■
店
舗
内
で
の
営
業
制
限
／
飲
食
、
物
販
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
文
化
、

芸
術
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
業
を
営
む
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
業
を
複
合
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
宇
野
港
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
つ
な
が
る
事
業
を
行
う
こ
と
。病
院
、
葬
祭
等
の
業
、
ま

た
、公
の
秩
序
を
乱
し
、又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
事
業
等
の

営
業
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
最
低
月
額
家
賃
／
10
万
円（
水
道
光
熱
費
等
、
営
業
に
伴
っ
て

生
ず
る
費
用
は
入
店
者
の
負
担
）

■
入
店
保
証
金
／
１
０
０
万
円

■
入
店
条
件
／
建
物
設
備
に
つ
い
て
は
現
況
で
の
入
店
と
し
ま

す
。電
気
、
ガ
ス
、
空
調
設
備
等
入
店
時
に
必
要
な
工
事
は
入
店

者
が
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

■
契
約
期
間
／
３
年
ご
と
に
更
新
（
初
回
は
若
干
短
く
な
り
ま

す
）

■
受
付
期
間
／
８
月
１
日
（日）
〜
31
日
（火）

　

な
お
、
募
集
期
間
最
終
日
に

お
い
て
入
店
希
望
者
が
複
数
あ

る
場
合
は
、
営
業
内
容
が
に
ぎ

わ
い
創
出
へ
の
貢
献
度
が
高
く
、

月
額
家
賃
の
高
い
人
と
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
企
画

提
案
方
式
）で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
／
（社）
玉
野
市
観
光

協
会　

      

☎
21
・
３
４
８
６

〒
706
・
０
０
０
２

　

築
港
１
・
１
・
３

あなたの意思を表示してください

（財）岡山県臓器バンク
岡山市北区大元駅前 3-57
☎086-226-0191

臓器バンク臓器バンク

◆◆ 掲示板 ◆◆

にぎわい創出施設入店者募集
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